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床衝撃音遮断性・発音防止性

軽量床衝撃音遮断性の評価

発音防止性の評価

階上の足音や小さな物の落下音を低減する床材
快適な居住空間に欠かせないのが「音」に関する問題です。集合住宅などで、階上が階下に及ぼす音
「床衝撃音」を抑える床材へのニーズが高まっています。床衝撃音には、歩行の際の足音やスプー
ンなどを落とした場合に発生する「軽量床衝撃音（LL値）」と、子供が飛び跳ねたりした場合に発生す
る「重量床衝撃音（LH値）」の2種類があります。重量床衝撃音は、床構造による改善が必要ですが、
「軽量床衝撃音（LL値）」は発泡層付ビニル床シートを用いることで軽減が可能になります。

床材機能説明

床衝撃音遮断性

試験方法

試験方法

500g

83 コンクリート

77 ロンリウム 2.0㎜

68 ロンフォーム CT 2.8㎜

59 ロンリウム 2.0㎜ ＋ ロンセーフシート3.0㎜

57 ロンフォーム CT 2.8㎜ ＋ ロンセーフシート3.0㎜

56 ロンマットME 2.5㎜ ＋ ロンセーフシート3.0㎜

56 ロンフォーム CT 2.8㎜ ＋ ロンセーフシート5.0㎜

発音量（dB）騒

静

  3dB 変化を認識できる限界
  5dB はっきり認識できる
10dB 大きさを2倍に感じる

（音　源　室）

（受　音　室）

音源装置

衝撃

オクターブ
分析器指示騒音計

受音装置

（コンクリートスラブ150㎜
　＋ビニル床シート）

測定対象床

床衝撃音発生器

マイクロ
フォン

落下
（10㎝）

床材 床材

500g 測定機

試験結果

試験結果

JIS A 1440−1 「実験室におけるコンクリート床上の
床仕上げ構造の床衝撃音レベル低減量の測定方法-
第1部：標準軽量衝撃源による方法」に準拠

タッピングマシンで軽量床衝撃音を発生させ、
階下でレベルを測定します。

コンクリートの上に床材を置き、500gの鉄球を
10㎝の高さから落下させて発生する音を測定します。

※社内試験データ。規格値ではありません。
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L-50 ほとんど気にならない
L-55 少し気になる
L-60 やや気になる
L-65 気になる
L-70 よく聞こえうるさい

遮音等級

Hz Hz Hz Hz Hz Hz

※遮音等級はLL値、LH値
　共通の評価指標です。


